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　植民地期の社会経済変容に関しては第 1 章で論じたが，PDCI の形成母体
となった SAA の創設に関しては第 2 次大戦期の経済的打撃が重要である。
第 2次大戦期の経済的打撃に直面したアフリカ人生産者は，一様に当局の介
入に不満を抱き，生産回復のための何らかの措置が必要だとの意識を広く共












PDCI の動向にはっきりとみることができる。1947年以降 PDCI は，同党を
共産主義政党とみなす総督府との関係が極度に険悪化していった⑴。総督府
は，コートジボワール進歩党（Parti progressiste de la Côte d’Ivoire: PP）をはじ
めとする PDCI の競合政党を支援したため，これら競合政党の支持者と
PDCI 支持者のあいだの抗争が頻発するようになった。1950年 1 月にアビジ
ャンのトレッシュヴィル（Treichville）地区で発生した暴動はとりわけ大規模




















































以下本国議会と呼ぶ）⑷，本国の上院である共和国評議会（Conseil de la 
République），フランス本国と海外領土・植民地を包括した単位であるフラン










ては「現地市民 citoyen de statut local」⑹）は，それぞれ別枠で立候補と投票を
行うことになっていた。1945年10月の憲法制定議会議員選挙のときには，フ
ランス市民の枠である「第 1 枠」（premier collège）はわずか3938人の登録有
権者で 1名の憲法制定議会議員を選出できたが，現地市民の枠である「第 2










































議会の改選議席は 5回の選挙で合計 9 だったが，ウフェ－PDCI 陣営はこの
うち 8を得ている。植民地議会の改選議席は補欠選挙を含む 5回の選挙で合
計234だったが，そのうち223をウフェ－PDCI 陣営が獲得している。
　もうひとつの注目点は，PDCI が，創設以後 9 回の選挙のうち 4回に，他
表3-1　コートジボワール植民地で実施された直接選挙1）
実施年月日 本国議会 植民地議会
1945.10.212） 第 1 回憲法制定議会（1, 1）
1946. 6. 2 第 2 回憲法制定議会（1, 1）
1946.11.10 第 1 回国民議会（3）
1946.12.153） 総評議会（20, 30）
1948. 5.30 総評議会 補選（1,12）
1951. 6.17 第 2 回国民議会（2）
1952. 3.30 第 1 回領土議会（18, 32）
1956. 1. 2 第 3 回国民議会（2）
1957. 3.31 第 2 回領土議会（60）
1959. 4.12 立法議会 （100）
（凡例）　カッコ内の数字は定数（改選議席）を表す。分離投票制の場合の
み，第 1枠と第 2枠の定数をそれぞれカンマで区切って記した。








（Rassemblement africain: RA）は，いずれも PDCI と PP などの選挙連合リスト
である。また，第 1 回総議会（1952年 3 月）の「コートジボワール経済発展
同盟」（Union pour le développement économique de la Côte d’Ivoire: UDECI）は，
PDCI に加え，社会党系組織と無所属候補が加わった選挙連合である。第 2




第 1回憲法制定議会（1945.10） ★ウフェ 1/1
第 2 回憲法制定議会（1946. 6 ） ★ウフェ 1/1





総評議会 補選（1948. 5 ） ★ PDCI-RDA 12/12








第 3 回国民議会（1956. 1 ） ★ RDA 2/2




立法議会 （1959. 4 ） ★ PDCI-RDA 100/100
（凡例）　★は，ウフェ，PDCI 参加陣営を示す。
（出所）　Benoist（1982, 520-543）, HCR AOF（c.1957, 44-46）, Loucou（1976, 366, 370, 





　　　4）フランス連合党（Parti de l’Union française）。
　　　5） グランラウ管区人民の尊厳と利益防衛同盟（Union pour le respect du peuple 
et la défense des intérêts du cercle）。
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2回の選挙での PDCI 陣営の得票はいずれも 6 万票台であり，1946年11月の
国民議会選挙での得票数（12万5000票）に比べて半減している。これには大
きく 2つの背景がある。第 1 は，アフリカ人の参政権が順次拡大されたこと
























第 1回憲法制定議会（1945.10）2） ＊31,384 12,680 40.4
第 2 回憲法制定議会（1946. 6 ） * 37,688 20,196 53.6
第 1 回国民議会（1946.11） 187,904 125,235 66.6
総評議会（1946.12） ＊209,325 nd   --
総評議会 補選（1948. 5 ） ＊138,612 nd   --
第 2回国民議会（1951. 6 ） 189,154 67,090 35.5
第 1 回領土議会（1952. 3 ） ＊203,165 66,978 33.0
第 3 回国民議会（1956. 1 ） 880,696 502,711 57.1
第 2 回領土議会（1957. 3 ） 1,482,862 720,278 48.6
立法議会（1959. 4 ） 1,618,519 1,522,980 94.1
（凡例）　“nd”はデータなしを意味する。






協力が得られず，第 1 回投票では当選を決められなかった。第 2回投票でウ
フェは勝利したが，ウェドラオゴはウフェにわずか1720票差まで肉薄した。
このような経験を経てウフェは，1946年11月の国民議会選挙では，D・O・








　1948年 1 月 1 日をもってオートボルタ地域は単独の植民地に復帰し，これ








































フェルケッセドゥグ 3 4 フェルケッセドゥグ 2 3 2.5
2 4 4 コロゴ






1 1 2 2 4 4 オジェンネ
セゲラ
セゲラ 1 3 2.5
3 4 4 セゲラ4 4 4 マンコノ 2 3 2.5
トゥバ 2 3 3




3 4 4 カチオラ
1 4 3




1 3 4 ボンドゥク
1 3 2
アバングル 3 4 2 アバングル 1 4 2 2 3 4 アバングル
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2 4 4 グラン・バッサム
－ － 2.5
1 3 2.5
2 4 2 アボワソ
2 3 2.5











グランラウ 2 3 2
4 4 4 ディヴォ 3 3 2 2 2 4 グランラウ
ラコタ 3 3 2
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【管区名】 【準管区名】 【管区名】
ダロア 2 3 2.5
ヴァヴア 2 3 2 2 3 4 ダロア
ダロア 3 4 4 イシア 1 3 1
ブアフレ 2 4 3
サンフラ 2 4 2.5 3 4 4 ブアフレ
ブアケ
ズエヌラ 1 4 4
ムバイアクロ 2 4 2.5
2 4 4 ブアケ
4 4 4 ベウミ 2 4 2.5
ブアケ 2 4 2
ティエビスー 3 4 2




2 3 4 ガニョア
2 4 3
マン
マン 2 3 3
ドゥエクエ 2 3 3
4 4 4 ギグロ 2 3 3 3 4 4 マン
ダナネ 2 3 4
トゥレプル 3 3 4









2 4 4 ササンドラ
タブー 4 4 4 タブー 2 3 2.5 2 4 4 タブー















（出所）　Loucou（1976, 358, 362, 370, 387）, RCI MFEP（1958, 16-17）, Zolberg（1969, 140, 213）よ
り，筆者作成。
（注）　1）　スコア「 3」には，実際には「 4」のものも含む。




















































































Binzème）が1945年に愛国行動委員会（Comité d’action patriotique de Côte d’Ivoire: 
CAPACI）を設立し，さらにこれを母体にして1946年 6 月にアフリカ人プラ
ンター・畜産業者組合（Syndicat des planteurs et éleveurs africains de la Côte 
d’Ivoire: SPEACI）を創設した（Mundt 1995, 54-55; Amon d’Aby 1951, 112-114）。
この一連の動きには SAA の政治的成功に対する競争意識が働いていたに違
いない。
　1946年中に SPEACI を母体として結成されたのが PP である。1945～1946
年にかけての 2 度の憲法制定議会選挙においてウフェ－PDCI への対立候補
を擁立した PP は，両党対立が東南部地域全体にもたらす社会的緊張を懸念
した地方名士の働きかけによって1946年 7 月にいったん PDCI と和解し，同
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年後半に実施された選挙には，本章第 2 節で前述した統一リストである「ア
フリカ人連合」（RA）で臨んだ（Amon d’Aby 1951, 57-59）。この連合をとおし
て PP は，総評議会に J・B・アモアコン・ボア（J.-B. Amoakon Boa）と K・
アウル（Kakou Aoulou）の両幹部を送りこむことに成功した。
　PP は PDCI 支援派だったラトリーユ総督の時代には当局から活動を妨害
されたが，ラトリーユが本国に召還され，総督府が PDCI 弾圧に乗り出した
あとは一転して重点的な支援を受けた。PP は1947年には PDCI との協力関
係を破棄した。PP が北西部の政治組織であるコートジボワール独立協商
（Entente des indépendants de Côte d’Ivoire: EICI）と結成した連合政党（フランス
連合党，Parti de l’Union française: PUF）は，1951年の国民議会選挙でウフェ－

























　第 2には，総督府との対立とそれに結びついた反 PDCI 意識である。ラト








の PP の植民地議会議員によって問題にされ，PP と PDCI の植民地議会に
おける連立の解消と，ラトリーユの本国召還という重要な政治的帰結をもた
らした（なおボンズはラトリーユ帰国から 2年後に復権された）（Benoist 1982, 






















ランス社会党（Section française de l’Internationale ouvrière: SFIO）の影響力が強
かったといわれる。
　ガニョアでは同地出身の D･ バイイ（Dignan Bailly）によって，SFIO 系の
アフリカ社会主義者運動（Mouvement socialiste africain: MSA）が結成された。
MSA はガニョア管区に強固な支持基盤を築き上げた。1948年の総評議会補
選に立候補したバイイは，同管区で PDCI 候補を遙かにしのぐ77％の得票率
を記録した（Loucou 1976, 370）。バイイは選挙区を構成するほかの 2つの管
区では支持されず，落選した。バイイの腹心である C・ジェジェ（Capri 
Djédjé）は，PDCI が植民地議会で孤立していた1949年には，PDCI の A・ド
ニーズを破って植民地議会議長に就任した。ガニョア周辺地域での MSA と
PDCI の競合は熾烈であり，1956年に実施されたガニョア・コミューンの地













































































































































植民地側は，輸出量の 6 分の 1 をフランス以外の市場に輸出する代わりに，
この輸出分の金額の 6 ％（のちに12％に引き上げ）にあたる輸出奨励金を本
















































































































モケイ（ Jean-Baptiste Mockey），K・ガドー（Koffi Gadeau），パライソ（Parai-






設けられ，第 4共和制憲法の制定作業にあたった。第 1草案が1946年 5 月の






















で RA が獲得しなかった 6議席はオートボルタ地域の選挙区のものだった。前
述のとおり，ウフェはオートボルタ植民地の再創設を支持し，同地での独自
の政治活動を容認していたので，獲得できなかった 6議席は予定の敗北だっ












を設立した。PDCI 敵視政策という環境に助けられ，EICI と PP が連合して結
成したのが，フランス連合党（PUF）であることも本文で記した。1951年の
124













権者数がむしろ減少したという（Zolberg 1969, 138, fn75）。
⒂　西部を拠点にして政治的組織化を試みたもうひとつの組織について言及し
ておく。E・ジョーマン（Etienne Djaument）が組織した「西部 6管区出身者
連合」（Union des originaires des six cercles de l’ouest: UOCOCI）は，1946年の
一連の選挙でウフェ－PDCI 陣営を支援し，ジョーマンはその論功行賞として
共和国評議会議員に選出された。ジョーマンは，PDCI と総督府の対立が激化























ができる」（Thompson and Adloff c.1957, 474-475）。この指摘からうかがえる
ことは，当時のアフリカ人従事者が，この新しい制度に関して十分な評価を
下せなかった可能性があるということである。

